
一般社団法人 雪国観光圏

代表理事 井口智裕

「地域とつながる新たな宿泊施設の可能性」



自己紹介

井口智裕といいます
（昭和４８年７月６日生まれ）

南魚沼郡湯沢町出身
Eastern Washington University卒

・越後湯澤HATAGO井仙 代表取締役

・温泉御宿龍言 代表取締役

・合同会社雪国食文化研究所 代表社員

・一般社団法人雪国観光圏 代表理事



越後湯澤HATAGO井仙

旅館の寛ぎとホテルの機能性を
兼ね備えた２１世紀の「旅籠」



ryugon（旧：龍言）

世界で最も雪が深い地域で「雪国文化」を表現
地域らしさと機能性がなめらかに繋がる新たなスタイルの宿



会社概要

株式会社いせん（グループ全体）

新潟県南魚沼郡湯沢町湯沢2455

１９３１年（昭和 ６年）

１９５２年（昭和２７年）

旅館業、飲食業、旅行業、物販業、製菓業

６０名（正社員２５名、準社員３２名、派遣３名）

１，７２０万円

７億２千万円（令和２年９月末）

商号

本店所在地

創業

設立

業務内容

社員数

資本金

売上高



雪国観光圏ってどんなところ？



一般社団法人 雪国観光圏

新潟県の湯沢町、南魚沼市、魚沼市、
十日町市、津南町、群馬県のみなかみ町
長野県の栄村３県７市町村で構成

雪と共生してきた雪国文化を軸にエリアブランディング
サクラクオリティーや雪国A級グルメなど先進的な取組



雪国観光圏の主な実績

雪国文化を軸とした宿泊施設の設備投資
雪国文化」が地域のブランドとして可視化されたことで、雪国文
化をテーマにした設備投資が急増、ここ６年間で旅館４施設で、
総額２０億円

里山十帖（2014）
投資金額 5億円

ryugon（2019）
投資金額 ９億円

地元印刷会社が新たに事業拡大
フリーパーパー雪と旅を発行。雑誌を通じて社内の人材育成
が進み事業拡大。新潟県の大型案件も受注する

地元産の食材を活用する飲食店で連携
雪国魚沼地域の飲食店店や旅館が雪国A級グルメを発足
セミナーの開催やお互いに調理法を教え合い、年々レベルが
向上している。ミシュラン新潟版の発行も予定される

各種メディアや視察ツアーの受入が急増
主なメディアでの取材
・カンブリア宮殿
・ガイアの夜明け
・プロフェッショナルなど

視察は年間800名で
述べ3,000名の受入実績



同じ文化を共有する連携から生まれた雪国観光圏

スキーと温泉の町

湯沢町

コシヒカリの故郷

南魚沼市

大地の芸術祭の里

十日町市

アウトドアの聖地

みなかみ町

マタギ文化が息づく村

栄村

ピュアな自然が残る

魚沼市

河岸段丘と縄文文化の里

津南町

雪と共生してきた
雪国文化



地域ブランドの中心軸を決める

産業

文化
伝統

宿泊
施設

歴史
自然

温泉

食地域独自の
価値

地域独自の価値
ストーリー

（語られるもの）

コンテンツ・商品
（目に⾒えるもの）

雪国文化



雪国観光圏の圏域について

スキー、温泉、食、全てある
上信越・魚沼エリア

現在 未来

8000年前から続く
雪国文化の地

地域主体 → 概念（コンセプト）主体



Visit Snow Country

5万以上のプレミアムサイトに配信
• Traveller
• New York Times
• Forbes
• VOGUE など

宿泊施設

滞在プログラム

経験ストーリー映像を住民と共創し、地域の誇りを醸成するとともに、海外からの誘客を促進。

また映像で描かれた過ごし方を滞在プログラム造成の原型としても活用。

DMOとDMCが連携し、ブランディングから品質改善まで一括でサポート

マーケティング 商品造成 手配業務 品質改善

雪国観光圏 DMO 雪国観光圏 DMO

交通

雪国観光舎 DMC

2つの組織で地域づくりを一括でサポートできることが最大の特徴

提供場所



マーケティング（仮説設定）

「雪国文化」を軸とした新たな市場の開拓

ブランディング戦略の立案と検証



ストーリー性を表現する

季刊誌『雪と旅』

雪国観光圏が発行する
フリーペーパー



ストーリー性を表現する

Snow and Journey

雪国観光圏の英語版
ブランディングブック

「雪と旅」の過去のバックナンバー
を再編集し、英語版として発行



N37°雪国文化の学校

ストーリー性を表現する

雪から始まる１年のサイクルをここに暮らす達人から学ぶ雪国の知恵

雪国の知恵を学ぶ着地型商品「雪旅」



品質を担保する取組

公益財団中部圏社会経済研究所が作成した観光品質の評価認証の仕組み

を活用し、雪国観光圏ではインバウンドプロモーションに参加を希望するす

べての事業者に認証評価を実施。 ４５軒の旅館や民宿が参加している。

旅館ホテルの品質認証制度

サクラクオリティーの導入



品質を担保する取組

生産地の情報公開を行い、安心・安全な食を
追求する。

地場の食材を使い、雪国伝統の調理法を生
かした本物の味。

化学調味料や必要以上の食品添加物に頼ら
ずに調理したもの。

旅館部門、飲食店部門、加工品部門で
一つ星から三ツ星で認定

情報公開に本気で取組んだ日本発のプロジェクト

雪国A級グルメ



提供場所
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雪国観光舎

雪国観光圏全エリアを対象とし、各
種アクティビティーや宿泊の手配、な
らびにツアー企画の造成販売を手掛
ける

第二種旅行業を取得し、バス付きの
募集型企画ツアーも催行する

越後湯沢駅西口に位置し、エリア全
体のインフォメーション機能も担う。

雪国観光圏事務局も業務委託



提供場所
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SNOW COUNTRY TOURISM

・雪国観光圏全般のツアー商品を販
売

・ターゲットは絞らす、幅広いライン
ナップ

・豊富な情報量

・オンラインで即時決済が可能



提供場所
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SNOW COUNTRY JP

・雪国観光圏のブランドコンセプト
を表現

・オーダーメイド型の商品提案

・雪国観光圏の取組紹介



TMELESS YUKIGUNI
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・雪国観光圏の中のプレミアム商品

・オーダーメイド型の商品提案

・テーマに沿ったエクスペリエンスと宿

・欧米豪インバウンドに特化した商品
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⼈はなぜ旅をするだろうか︖
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「ハレ」の日

「ケ」の日
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ドレスアップの文化

ドレスダウンの文化



新しい温泉地の可能性

「ハレ」 「ケ」

ﾄﾞﾚｽﾀﾞｳﾝ

ﾄﾞﾚｽｱｯﾌﾟ

パーティー/コンベンション

温泉旅館での贅沢 湯治

異日常型観光



地域の暮らしや文化を学ぶ「滞在型観光」が増える

非日常型観光（ハレ）

・温泉旅館に泊まる
・観光名勝をまわる
・商業的なサービス
・画一的な対応
・贅沢な旅
・１泊２日の旅行

異日常型観光（ケ）

・古民家宿に泊まる
・地域の暮らしを体験
・地元の人との触れ合い
・時期によって異なる対応
・未知を学ぶ旅
・滞在型観光 ９





温泉御宿 龍言

↓

ryugon

（格式ある温泉旅館）

（雪国を感じる古民家ホテル）



雪国のブランド価値を体感させる場の必要性

２０１９年１０月 温泉御宿龍言をryugonへリニューアル
一年を通じて雪国文化を体感させる宿泊施設を開業



雪国を感じる古民家ホテル ryugon



地域らしさと快適さの融合

地域らしさ 快適さ

パブリック

プライベート

コモンの
快適性



➕

地域と宿の協業こそが新たな市場を創造

雪国観光圏（エリア）が目指す「雪国文化」の思想をryugon（事業者）が体験させる

土間クッキング
竈でご飯を炊いたり、地場の
食材で郷土料理を作る体験

田んぼランチ
農村集落をトレッキング後に
田んぼのあぜ道での
ランチタイムを

スノーピクニック
雪原の中を歩いて
雪の上でシャンパンで乾杯
白銀の中で自分と向き合う

雪国文化を家具や建物で表現
雪国の伝統的な古民家や
地域独特の湿り気のある雪景色を家具で表現

ryugon

食を通じて地域の暮らし
や文化を伝える
旅館の会席料理にこだわらず
地場の食材や文化を料理に反映

施設のパンフレットを
「雪と旅」の別冊として紹介

雪国観光圏
「８０００年前から雪と共生してきた雪国文化」
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宿での滞在

地域での体験



6:00 ・ ・ 9:00 ・ ・ 12:00 ・ ・ 15:00 ・ ・ 18:00 ・ ・ 21：00 ・ ・ 24：00

D
A
Y
１

D
A
Y
2

D
A
Y
３

C/IN

C/OUT

現地着

現地発

１泊２日の旅行は 宿 ＋ 過ごし方

近くで昼食をとって
周りを散策 宿で温泉と料理を満喫

宿で温泉と料理を満喫 帰りの時間まで
周りを散策

仕事

帰 省



6:00 ・ ・ 9:00 ・ ・ 12:00 ・ ・ 15:00 ・ ・ 18:00 ・ ・ 21：00 ・ ・ 24：00

D
A
Y
１

D
A
Y
2

D
A
Y
３

C/IN

C/OUT

現地着

現地発

２泊３日の旅行は 宿 ＋ 過ごし方

アクティビティー 宿で温泉と料理を満喫

宿泊 アクティビティー 宿泊地元の飲食店で食事

チェックアウト後もラウンジで
ワーケーション（８時間仕事も可）
スキマ時間にセルフガイドツアー

帰 省



「過ごし方」→ 体験プログラムを事前に予約



お客様の過ごし方にあわせてカスタマイズ

Manor
 house

（荘園）

VP VS CI CP CA CB CC CD CM MH

TOP 66,000 57,000 57,000 48,000 30,000 30,000 27,000 27,000 24,000 72,000

PEAK 60,000 51,000 51,000 42,000 24,000 24,000 21,000 21,000 18,000 66,000

REGULAR 54,000 45,000 45,000 36,000 18,000 18,000 15,000 15,000 12,000 60,000

VALUE 51,000 42,000 42,000 33,000 15,000 15,000 12,000 12,000 9,000 54,000

VILLA （離れ） CLASSIC（本館）

室料

利用料

オプション

＋

＋

大人3,500円 小人3,000円

朝食 ルームサービス ディナー 弁当 宅配



自由に旅を設計できるように予約システムを改編



周辺の散策マップを整備



スキマ時間をセルフガイドで街歩き



異日常を旅する贅沢「龍言時間」



今後の取組について



タビマエから旅をつくる



雪国ならではの食文化の構築



地域に根付いた食文化をめざすためには

価値創造流通支援
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新潟・庄内 ガストロノミー
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≒ 美食学？ガストロノミー

ローカル・ガストロノミー

地域の風土や歴史、文化、さらに農林漁業の営みを
「料理」に表現すること

自遊人の岩佐十良氏が提唱

ガストロノミーは決して特別なものではない



雪国食文化研究所 加工事業部

契約農家より野菜を一括仕入れを行い
一次加工を行って旅館や飲食店へ食材の供給を行う



雪国食文化研究所の収益モデル

アライアンス（連携）を組むことで

商品単価の向上（ブランド化）

原料のコストダウン（標準化）

利益の増大

＋

＝



地域ぐるみ取組がエリアのブランド価値創造

温泉熱で低温調理

雪国観光圏のモデル地域
「松之山温泉」が温泉総選挙2020

環境大臣賞受賞

河川水を熱交換で消雪利用


